

























































































































































































































































































Ⅴ．お わ り に
女性の社会進出は進んでいるが，家事・育児時間は
相変わらず長く，「新・性別役割分業」の下，過重労
働が続いている。「家族は福祉の含み資産」の構造のま
ま，女性にケア役割が押し付けられている状況があ
る。現実には，未婚・非婚化が進み，家族がいないケー
スは増加している。そうでなくとも，世帯人員は減少
しており，家族が介護や家族員のケアを充分にできな
いケースが多いのが実情である。家族がいない，ある
いは家族のケアをできなくとも申し訳なさ，引け目を
感じない社会であることが求められるのではないか。
「無縁」とケアを切り離し，個人単位での生活を保障
する仕組みを確立し，家族からしがらみや負担，リス
クを解放しないと，ますます家族形成は難しく，多く
の人が避けるものとなってしまうのではないか。より
前向きに家族を形成するために，「家族は福祉の含み
資産」であることから脱することが必要と考える。
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